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主
な
記
事

�阿口小学校休校　　　　　　���～
�市長・市議選挙結果　　　　���～
�市政トピックス　　　　　　���～
　（市長就任・退任あいさつ）
�真庭が好きっ読者の広場　　���～
�ぐるっと真庭まちの話題　　���～
�美作国建国����年開幕　　　���～

�月��日～��日に美甘コミュニティセン
ターで行われたてまり展。散り始めた桜
の花に代わるように、色とりどりのてま
りが観光客をもてなしました。
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明
治
�
年
に
開
明
校
と
し
て
創
立
し
た

阿
口
小
学
校
が
、
平
成　

年
�
月
を
も
っ

��

て
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
�
�
�
年
の
歴

史
を
誇
る
同
校
は
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和　
��

年
）
に
は
児
童
数
が
�
�
�
人
を
数
え
た

こ
と
も
。
昭
和　

年
代
後
半
か
ら
徐
々
に

��

減
少
し
始
め
、
こ
こ
数
年
は
全
校
で　

人
��

を
切
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
平
成

　

年
�
月
、
真
庭
市
立
小
・
中
学
校
適
正

��配
置
実
施
計
画
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か

��

ら
呰
部
小
学
校
に
統
合
す
る
方
針
を
決
定

し
、
休
校
に
至
り
ま
し
た
。

　

�
月　

日
、
休
校
式
典
や
創
立
�
�
�

��

周
年
記
念
碑
の
除
幕
式
な
ど
を
行
う
記
念

行
事
が
阿
口
小
学
校
で
行
わ
れ
、
卒
業
生

や
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
ら
約
�
�
�

人
が
出
席
。
休
校
式
典
で
は
、
実
行
委
員

長
の
杉
原
征
人
さ
ん
が
「
歴
史
に
い
っ
た

ん
幕
を
下
ろ
す
の
は
断
腸
の
思
い
。
最
後

の
�
年
を
立
派
に
飾
っ
た
�
人
の
阿
口
っ

子
に
は
感
謝
の
一
言
で
す
」と
あ
い
さ
つ
。

式
典
の
最
後
に
は
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
思
い
出
の
母
校
と
の
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

写真上：玄関前に設置された記
念碑の除幕式　写真下：廊下な
どには昔の学校行事や卒業記念
写真が飾られました

��������
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 阿口 小学校創立���周年（休校）記念行事

阿口小最後の卒業生を送る
�月��日、阿口小学校で最後となる卒業式が行われました。
�人の卒業生が晴れやかに巣立ちました。

阿口小最後の卒業生となっ
たふたり。卒業式では先生
や地域の皆さんへの感謝の
気持ちを伝えました。上田く
んはマラソンランナー、黒田
くんはシェフになる夢を胸
に、この春から北房中学校
に通っています

上田敦也くん（左）、黒田歩くん（右）

赤田直美校長から、�人に卒
業証書が渡されました
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���年の歴史を�冊に
実行委員会では創立���周年記念誌を
作製しました。卒業生らから写真を集め
て掲載。阿口小の歴史がぎっしり詰まっ
た�冊になりました。

呰部小学校で対面式
�月�日、呰部小学校で阿口か
ら通うこととなった児童�人
との対面式が行われました。小
原正和校長が「これからは阿口
のみんなもこの小学校の原動
力、一緒に頑張りましょう」と
あいさつ。対面式後には早速一
緒の列に並んで始業式に臨み、
新しい仲間や先生との学校生
活をスタートさせました。

　休校になることについては確かに残
念ですが、今日ここに���人以上の人が
集まったことはとても喜ばしいことで
す。地域の皆さんが母校、そして郷土
を愛している証拠でしょう。記念碑に
は「休校」ではなく「創立���周年」
と刻みました。ここで終わりではなく
次に進む節目としたかったからです。
建物はこれからも残りますし、公民館
としての位置づけもあります。これか
ら地域で知恵を出し合い、阿口のシン
ボルとして活用していきたいです。

●
阿
口
小
学
校
沿
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真
言
宗
薬
王
寺
に
開
明
校
を
創
立

阿
口
簡
易
小
学
校
と
改
称

現
在
地
に
校
舎
を
新
築

尋
常
呰
部
小
学
校
第
二
支
校
と
改
称

阿
口
尋
常
小
学
校
と
改
称

�
階
建
て
校
舎
・
便
所
を
新
築

運
動
場
（
�
�
�
坪
）
を
新
設

上
房
郡
阿
口
国
民
学
校
と
改
称

上
房
郡
阿
口
小
学
校
と
改
称

へ
き
地
所
在
学
校
第
二
級
地
に
指
定

校
舎
に
呰
部
中
学
校
阿
口
分
校
を
設
置

北
房
町
立
阿
口
小
学
校
と
改
称

併
設
の
阿
口
女
子
専
修
学
校
を
廃
校

阿
口
幼
稚
園
を
設
置

新
校
舎
落
成
、
校
歌
を
制
定

教
員
住
宅
が
竣
工

校
門
が
完
成

県
へ
き
地
教
育
研
究
発
表
会
を
開
催

プ
ー
ル
が
竣
工

屋
内
運
動
場
を
新
築

学
校
周
辺
に
�
�
�
本
の
植
樹
を
す
る

邑
久
町
立
玉
津
小
学
校
と
の
交
流
開
始

第
�
回
ス
キ
ー
教
室
を
実
施

町
簡
易
水
道
を
敷
設

真
庭
市
立
阿
口
小
学
校
と
改
称

市
へ
き
地
複
式
教
育
研
究
発
表
会
を
開
催

阿
口
幼
稚
園
が
休
園

呰
部
小
学
校
と
の
統
合
方
針
決
定

�
月
休
校

阿口小学校最後の１年間を駆け抜け
た９人の阿口っ子。地域の皆さんと
明るく元気に触れ合うその姿を少し
紹介します。

阿口っ子明明るるくく
元元気気なな

�／��

��／�

卒業生で漫画家
の大塚さとみさ

んに

教えてもらった
漫画教室

�／��

中央大学の学生
さんと

阿口の洞窟探検

走って、踊って、応援した地区合同運動会

毎年恒例のコスモスの園訪問ゲームなどで交流しました
学校全体がひとつの家族のようでした族のようでした

ここで終わここで終わりではなく歴史をつなぐ節目に

記念事業実行委員会
委員長 杉原征人さん

　式典後には懇親会が開かれ
ました。昭和��年の屋内運動
場（体育館）建設時に校長を
務めた木口俤一さんが思い出
を語り、建設の苦労話や完成
時の喜びなどを交えながら当
時を振り返りました。また、
「阿口小は学校全体がひとつ
の家族のようでした」と、昔も
今も変わらない阿口小の校風
などについても話されました。
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真
庭
市
長
・
真
庭
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�
月
�
日
に
告
示
さ
れ
、
無
投

票
で
真
庭
市
長
に
太
田
昇
氏
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
�
月　

日
に
は
真
庭
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が

��

行
わ
れ
、　

人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。

��

真
庭
市
発
展
に
向
け
、決
意
新
た
に

　

�
月　

日
、
真
庭
市
議
会
議
員

��

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で　

人
だ
っ
た
議
員
定
数
が
�
人

��
減
の　

人
と
な
り
、
こ
の
定
数
に

��

対
し
て　

人
が
立
候
補
。
告
示
日

��

の
�
月
�
日
以
降
、
市
内
で
熱
い

選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
開

票
は
投
票
終
了
後
に
勝
山
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
集
計
の

結
果
、　

人
の
市
議
会
議
員
が
決

��

ま
り
ま
し
た
。
�
月　

日
に
は
、

��

真
庭
市
長
、
真
庭
市
議
会
議
員
選

挙
の
当
選
証
書
付
与
式
が
市
役
所

本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
当
選
者
に

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成　

年
�
月　

日
か
ら
平
成

��

��

　

年
�
月　

日
ま
で
の
�
年
間
で

��

��

す
。
真
庭
市
の
発
展
と
市
民
生
活

の
向
上
に
向
け
て
、
重
要
施
策
な

ど
の
審
議
に
取
り
組
み
ま
す
。

 氏  平   篤  正 
うじ ひら とく まさ

①�� ②無所属
③現 ④久世

 池  田   文  治 
いけ だ ぶん じ

①�� ②無所属
③現 ④黒田

 岡  �   陽  輔 
おか ざき よう すけ

①�� ②日本共産党
③現 ④中島

 入  澤   廣  成 
いり ざわ ひろ よし

①�� ②無所属
③現 ④蒜山上長田

 緒  形 　 尚 
お がた ひさし

①�� ②無所属
③新 ④湯原温泉

 岩  本   壯  八 
いわ もと そう はち

①�� ②公明党
③現 ④山久世

①年齢 ②党派 ③新現元別 ④住所
（��音順、敬称略） 真

庭
市
長 ・ 
市
議
会
議
員

������������

�������������
おお た のぼる

①�� ②無所属 ③新 ④久世

写真上：当選証書付与式で、原健裕選挙管理
委員長から当選証書を受け取る森田一文議
員（�/��）
写真右：投票日当日の第��投票所・久世公民
館の様子（�/��）
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 福  島   一  則 
ふく しま かず のり

①�� ②無所属
③現 ④平松

  本 　 勝 
もと まさる

①�� ②無所属
③現 ④勝山

 長  尾 　 修 
なが お おさむ

①�� ②無所属
③現 ④蒜山上徳山

 妹  尾 　 � 
せの お のぼる

①�� ②無所属
③現 ④下市瀬

 地 秀育
①�� ②無所属
③現 ④鹿田

 小  田   康  文 
お だ やす ふみ

①�� ②無所属
③現 ④下呰部

 宮  田   精  一 
みや だ せい いち

①�� ②無所属
③現 ④岩井谷

 原 　 秀  樹 
はら ひで き

①�� ②無所属
③現 ④上水田

 中  尾   哲  雄 
なか お てつ お

①�� ②無所属
③新 ④目木

 竹  原   茂  三 
たけ はら しげ み

①�� ②無所属
③現 ④栗原

 古  南   源  二 
こ みなみ もと じ

①�� ②無所属
③現 ④勝山

 柿  本   健  治 
かき もと けん じ

①�� ②民主党
③現 ④本庄

 森  田   一  文 
もり た かず ふみ

①�� ②無所属
③現 ④富尾

 福  井   荘  助 
ふく い そう すけ

①�� ②無所属
③現 ④落合垂水

 中  元   唯  資 
なか もと ただ し

①�� ②無所属
③現 ④関

 築  澤   敏  夫 
つき ざわ とし お

①�� ②無所属
③現 ④中

 妹  尾   智  之 
せの お とも ゆき

①�� ②公明党
③現 ④久世

 河  部   辰  夫 
かわ べ たつ お

①�� ②無所属
③現 ④宮地

�������

���������	
�

　緒形　尚 �����票
　竹原茂三 �����票
　古南源二 �����票
　池田文治 　�����票
　妹尾　� ���������票
　小田康文 　�����票
　福島一則 �����票
　中元唯資 �����票
　築澤敏夫 �����票
　中尾哲雄  ���票
　河部辰夫 ���票
　福井荘助 ���票

　宮田精一 ���票
　原　秀樹  ���票
　氏平篤正 ���票
　入澤廣成 ���票
　井藤文仁 ���票
　加藤大悟 ���票

■有効投票数 ������票
■無効投票数 ���票
■投票総数 ������票
■持ち帰り・その他 �票
※得票数の小数点以下は、按分票に
　よるものです。

真庭市議会議員選挙の結果  （平成 ���年 �月��日執行）
■有権者数　　　　������人
■投票者総数　　　������人
■投票率　　　　　 �����㌫
■候補者別得票数
　森田一文 �����票
　岩本壯八 �����票
　長尾　修 �����票
　妹尾智之 ���������票
　岡�陽輔 �����票
　 地秀育 �����票
　柿本健治 �����票
　 本　勝 �����票

くさ　ち　　 ひで   のりはつ
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市
長
就
任
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
広
域
合
併
後
�
年
間
、
市
政
の
舵
取
り
を
見
事
に
し
て
こ
ら

れ
た
前
市
長
の
井
手
紘
一
郎
さ
ん
の
ご
労
苦
、
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
衷
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
、
真
庭
市
は
、
そ
の
基
礎
固
め
を
基
に
し
て
、
新
た
な 
杜  
市 
を
創
造
し
て

と 

し

い
く
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
産
業
や
暮
ら
し
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
、
加
え
て
財
政
上
の
合
併
特
例
が
な
く
な
る
こ
と
を
見
据
え
て
、
将

来
に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
す
る
行
政
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
を
皆
さ
ま
と
共
有
し
て
、
雇
用
の
確
保
な
ど
「
地
域
経
済

の
活
性
化
」、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
化
に
対
応

し
た
「
安
心
地
域
づ
く
り
」、
次
代
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
と
魅
力
あ
る
「
文
化

の
形
成
」
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
、
市
政
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、市
役
所
職
員
の
総
力
結
集
と
市
議
会
と
の
協
調
、さ
ら
に
は
�

万
市
民
と
の
強
固
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
希
望
と
元
気
の
あ
る
真
庭
市
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ま
お

一
人
お
一
人
に
自
ら
の
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
私
が
そ
の
先
頭
に

立
つ
決
意
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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真
庭
市
長

【太田昇市長の略歴】

昭和��年�月��日生まれ（��歳）
遷喬小学校、久世中学校を経て、津
山高校に進学。昭和��年（����年）、
京都府庁入庁。財政課長、総務部長
などを歴任。平成��年、京都府副知
事に就任。平成��年�月�日告示の
真庭市長選挙で、無投票初当選を果
たす。京都大学法学部卒。久世在住。
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市政に関する動きの一部を紹介します

高田城発掘調査の現地説
明会が行われました。高
田城総合調査（�年計画）
の一環として実施された
もので、平成��年度は本
丸の西側斜面を対象に実
施。参加者は、石組み遺
構や出土した瓦などを興
味深く見学しました。

�������中世山城を学び、歴史ロマンを抱く

真庭市教育旅行ガイドク
ラブ設立会が、久世エス
パスで開かれました。自然
を生かした体験メニュー
充実やガイド育成などを
図るもので、市コンベンシ
ョン・教育旅行誘致連絡
会が設立。修学旅行など
の誘致につなげます。

�������真庭の自然を子どもたちに

春の交通安全県民運動の
オープニング広報パレー
ド出発式が、真庭警察署
で開かれました。交通事
故ゼロを目指す確認をし
て、広報車などが巡回に
出発。期間中はテント村
を開設するなどして交通
安全を呼び掛けました。

������「心に余裕、体に元気」で交通安全を

まにわっこミュージカル
の練習が始まりました。
初日は約��人が参加し、
自己紹介やストレッチ、
リズム・ステップなどを
行いました。平成��年�
月の公演に向け現在、脚
本を製作中。�月末には
配役も決定します。

�������子どもたちが主役のミュージカル

歴史ウォッチ ン グ ｉｎ 神林
寺が開催されました。市
内に住む��人が参加し、
草加部地区から神林寺へ
続く裏参道沿いの作業道
を登りました。お堂をは
じめ、山中に残る丁石な
どの説明を受け地域の歴
史に理解を深めました。

�������文化財多数、隆盛期に思いをはせる

�
������

落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
記
念
式
典

下
水
処
理
施
設
が
稼
動
開
始

関係者約��人が出席して行われた通水記念式典

　

�
月　

日
、
落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運

��

転
開
始
に
伴
い
、
通
水
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
施
設
は
平
成　

年
�
月
に

��

国
か
ら
事
業
認
可
を
受
け
、
�
月
か
ら
事

業
に
着
手
。
今
回
完
成
し
た
施
設
は
、
管

理
棟
や
汚
泥
処
理
棟
な
ど
と
処
理
槽
は
全

体
計
画
�
系
列
の
う
ち
の
�
系
列
で
、
落

合
地
区
の
全
体
計
画
�
�
� 
㌶ 
の
う
ち
、

西
原
・
赤
野
・
法
界
寺
・
下
河
内
（
一
部
）

の
地
域
で
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
処
理
槽
の
整
備
を
行
い
、

利
用
区
域
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

真
庭
市
観
光
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
完
成

真
庭
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
�
枚

ベースの色を分け�色のタペストリーができました

　

真
庭
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
蒜
山
高
原
や

湯
原
温
泉
な
ど
市
を
代
表
す
る
観
光
地
の

ほ
か
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
や
特
産

品
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に
真
庭
の
魅
力
を
ま

と
め
た
も
の
な
ど
�
種
類
を
作
製
。
幅
�

�
�
㌢
、
高
さ
�
�
�
㌢ 
の
大
き
さ
で
、

真
庭
の
自
然
の
雄
大
さ
や
豊
富
な
産
品
、

資
源
な
ど
、
真
庭
の
魅
力
が
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
季
節
や
内
容
に
合
わ
せ

て
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
掲
示

し
、
観
光
情
報
を
広
く
発
信
し
ま
す
。
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平成��年�月から分散していた本庁機能が�カ所に集約。
コミュニティバス「まにわくん�」発着の拠点に

「海の市・山の市����真庭」は、「おかやまＢ級ご当地グルメ
フェスタ i n 真庭」と同時開催

　

�
月　

日
を
も
っ
て
退
任
す
る
に
当
た
り
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

��

私
は
真
庭
市
発
足
後
、
初
代
市
長
と
し
て
�
期
�
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

き
ま
し
た
。そ
の
間
、市
議
会
議
員
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま

し
て
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
�
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、「
花
開
け
ど
風
雨
多
し
」
の
感
深

く
、
脇
目
も
振
ら
ず
走
り
続
け
た
日
々
で
し
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
�
年

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
は
�
カ
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
こ
と
で
、
私
が
一
番
心
を
砕
い

た
の
は
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
市
民

が
真
庭
市
を
ふ
る
さ
と
と
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
合
併
の
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
真
庭
市
の
各
地
の
風
土
、
伝
統
、
持
ち
味
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

広
域
的
観
点
に
立
っ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
合

併
の
是
否
を
含
め
、
な
お
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
確
か
に

極
め
て
荒
削
り
で
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
�
年
間
で
達
成
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
内
外
で
注
目
さ
れ

て
い
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
真
庭
」
の
推
進
や
「
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
構
築
、
市
民
の
足
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、「
観
光
回
廊
真

庭
」
観
光
客
�
�
�
万
人
達
成
へ
の
推
進
、
子
育
て
支
援
に
よ
る
県
内
の
市
で

は
第
一
位
の
合
計
特
殊
出
生
率（
�
・　

）、中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
を

��

は
じ
め
各
種
健
診
助
成
制
度
、
教
育
施
設
の
整
備
や
�
ク
ラ
ス　

人
学
級
の
導
入
、

��

旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
よ
る
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
充
実
、ス
リ

ム
で
効
率
的
な
行
政
改
革
の
断
行
、
財
政
の
健
全
化
等
々
に
よ
り
、
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
体
制
は
か
な
り
整
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。



　

真
庭
市
は
今
後
、
�
年
間
の
創
生
期
か
ら
本
格
的
な
成
長
期
に
入
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
新
発
想
に
よ
り
真
庭
市

新
時
代
を
築
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。「
未
来
を
信
じ
、
未

来
に
生
き
る
」
真
庭
市
の
限
り
な
い
ご
発
展
と
市
民
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
、
心

か
ら
祈
念
し
て
最
後
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成　

年
�
月　

日

��

��

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
庭
市
長

さらなる木質バイオマスの利用に向け、
平成��年�月に発電会社が設立。



自主防災組織への補助拡大出水期を前に備えよう
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

も
し
も
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
。
災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
支
援
や
救
出
、
救
護
と
い
っ
た

活
動
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
避
難
誘
導
や
安
否
確
認
な

ど
、
地
域
単
位
の
自
発
的
な
防
災
活
動
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
自
主
防
災
組

織
の
育
成
強
化
と
防
災
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
防
災
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の

整
備
や
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
自
主
防
災

組
織
に
対
し
て
、
自
主
防
災
組
織
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」っ
て
何
？

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
連
帯
意
識
の
も
と
、
自
主
的
に
初

期
消
火
や
避
難
誘
導
な
ど
の
防
災
活
動
を

行
う
た
め
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

　

集
中
豪
雨
、
地
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生
時
に
は
、
正
確
な
情
報
の

伝
達
、
速
や
か
な
避
難
、
高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
、
地
域
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
安
全
な
地
域
を
つ

く
る
に
は
、
地
域
全
体
が
連
帯
感
を
強
め
、
組
織
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
住
民
み
ん
な
で
自
主

防
災
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
で
の
防
災
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�問
 
　

危
機
管
理
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　
　

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��

��
��
��
�
��
�
��
��
�
�
�防災資機材の一例

昨年�月に行われた水田地区防災訓練

一昨年�月、台風��号襲来時の旭川（草加部地内）

◆自主防災組織補助金

補助限度額補助金額補助対象区　分

限度額なし
※補助金の交付を受けた
年度の末日から�年経過
するまでは、再度の交付は
受けることができません。

加入世帯
×�����円

非常食、簡易トイレ、ヘルメ
ット、土のう袋など防災資
機材の購入に必要な経費防災資機材

整備事業

構成する自治会数
×�������円
※�組織につき�回まで

補助対象経費
×�/�

発電機、ラジオ、ハンドマ
イク、プレハブ倉庫など基
本備品の購入に必要な経

 �������円
※�組織につき�回まで

補助対象経費
×�/�

避難所などへの誘導看板
の整備に必要な経費

避難誘導看板
整備事業

 �������円
※�組織につき�回まで

補助対象経費
×�/�

危険箇所、避難所などが掲
載される防災マップの作
成に必要な経費

防災マップ
整備事業

 ������円
※�組織につき�回まで

参加者数
×���円

防災訓練・防災研修会開催
などに必要な経費

組織運営事業
 ������円
※�人につき�回まで

資格取得に
係る受講料

自主防災リーダー養成な
どに必要な経費
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正確に重さを量るために� 年に一度の定期検査
お知らせワ イ ド
���������	����
����

手当額を減額改定障がい者への手当
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　取引や証明に使う非自動はかりや分銅、おもりは、�年に一度の定期検査が義務付けられています。
該当する計量器（はかり）を使用している人は、次のとおり検査を行いますので、計量器などを持参し
て、忘れず受検してください。市内どの会場でも受検することができます。

 �問   産業観光部商工観光課　岩藤　℡����-��-����

必ず受検 しま しょ う ！
�����������������

検査で正確かどうか調べます
※料金は種類によって異なります。持ち運べない計量器（はかり）は、後日
計量士が伺いますので、ご連絡ください。

会場時間日にち地区

市役所北房支局
��：��～��：��

�月�日�北房
��：��～��：��

市役所落合支局
��：��～��：��

�月�日�～�日�落合
��：��～��：��

市役所本庁舎
��：��～��：��

�月�日�～�日�久世
��：��～��：��

勝山保健福祉センターもくせい
��：��～��：��

�月��日�～��日�勝山
��：��～��：��

市役所蒜山振興局
��：��～��：��

�月��日�～��日�蒜山
��：��～��：��

湯原ふれあいセンター
��：��～��：��

�月��日�湯原
��：��～��：��

市役所美甘支局��：��～��：���月��日�美甘

�����������������������
　真庭市では、重度の障がいがあり常時介護が必要な人や障がい児を扶養している人などに手当を支給
しています。手当額は、物価指数の変動により増減します。現在の手当額の水準は、物価指数の増減と
比べると若干高い水準となっていて、平成��年��月から段階的に改定することになりました。改定後の
支給額をお知らせします。該当する障がいの程度など、詳しくはお問い合わせください。

 �問   健康福祉部福祉課　藤本　℡����-��-����　ＦＡＸ����-��-����

【手当額】

平成25年10月分から支給額（月額）平成��年�月分まで支給額（月額）手当の種別

������円������円特別児童扶養手当（�級）

������円������円特別児童扶養手当（�級）

������円������円障害児福祉手当　　　　

������円������円特別障害者手当　　　　

������円������円経過的福祉手当　　　　

�

【支給対象者】
・特別児童扶養手当���歳未満で精神または身体に一
定の障がいがある子どもを家庭で扶養している人
・障害児福祉手当�精神または身体に重度の障がいが
あり常時介護を必要とする在宅の��歳未満の子ども

・特別障害者手当�精神または身体に著しく重度の障

がいがあり常時特別な介護を必要とする��歳以上の
在宅の人

・経過的福祉手当�昭和��年�月��日時点で��歳以上
で、福祉手当を受給していた人のうち、特別障害者
手当の要件に該当せず、障害基礎年金も支給されな
い人
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設備導入を支援します木質バイオマスの利用推進
お知らせワ イ ド
���������	����
����

予備日程のお知らせ忘れずに接種を
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　

真
庭
市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
燃
料
と
す
る
、
ス
ト
ー
ブ
ま

た
は
農
業
用
ボ
イ
ラ
の
購
入
に
対

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

産
業
観
光
部

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課　

八
木

　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ス
ト
ー
ブ ・ 
農
業
用
ボ
イ
ラ

　
　
    
の
導
入
を
支
援
し
ま
す

　生後��日以上の犬は、年に�回の狂犬病予防注射が義務付けられています。予備日程をお知らせしま
すので、まだお済みでない人はお越しください。なお、動物病院などで接種し、まだ注射済票の交付を
受けていない人は、環境課または振興局、各支局の市民福祉課まで「狂犬病予防注射済証」をお持ちい
ただき、必ず注射済票の交付を受けてください。 �問   市民環境部環境課　柿本　℡����-��-����

狂犬病 予防注射は 飼 い主の義務 で す

○ �月��日 （月）【北房・落合】
　��：��～��：��　なかつい陣屋駐車場
　��：��～��：��　コスモスドーム
　��：��～��：��　��びほく上水田支店
　��：��～��：��　水田新町消防器庫
　��：��～��：��　関コミュニティハウス
　��：��～��：��　��まにわ美川支所
　��：��～��：��　鹿田公民館
　��：��～��：��　旧ＪＡまにわ下方事業所
○ �月��日 （火）【落合】
　�：��～�：��　��まにわ上河内支所
　��：��～��：��　下河内コミュニティハウス
　��：��～��：��　西原中国道ボックス
　��：��～��：��　太田集会所
　��：��～��：��　津田コミュニティハウス
　��：��～��：��　古見ふれあいの館
　��：��～��：��　天津小学校
　��：��～��：��　落合庁舎

○ �月��日 （水）【久世・勝山】
　�：��～��：��　目木勤労者研修センター
　��：��～��：��　久世公民館
　��：��～��：��　勝山富原公民館
　��：��～��：��　勝山月田公民館
　��：��～��：��　勝山庁舎
○ �月��日 （木）【湯原・美甘】
　�：��～��：��　湯原支局
　��：��～��：��　湯原健康増進センター
　��：��～��：��　美甘支局
○ �月��日 （金）【蒜山】
　��：��～��：��　中和体育館
　��：��～��：��　蒜山振興局庁舎裏車庫
　��：��～��：��　川上出張所

○
対
象
者　

真
庭
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

○
補
助
対
象　

真
庭
市
内
の
住
宅
ま
た
は

事
業
所
な
ど
に
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
、
薪
ス
ト
ー
ブ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
農

業
用
ボ
イ
ラ
を
新
規
導
入
す
る
経
費
（
薪

ス
ト
ー
ブ
の
場
合
は
事
業
費
が　

万
円
以

��

上
の
も
の
が
対
象
） 

○
補
助
率　

事
業
費
の
�
分
の
�
以
内
。

た
だ
し
、
ス
ト
ー
ブ　

万
円
・
ボ
イ
ラ　

��

��

万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。 

○
補
助
の
要
件　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

ま
で
に
設
置
で
き
る
こ
と
。

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
着
工
後
の
申
請
は
補
助
金
の
交
付
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜　

月　

日

��

��

��

�
（
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

○
提
出
書
類　

■
真
庭
市
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
開
発
推

進
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

■
住
民
票
ま
た
は
事
務
所
な
ど
の
所
在
が

分
か
る
書
類

■
市
税
完
納
証
明
書

■
カ
タ
ロ
グ
（
メ
ー
カ
ー
・
型
番
な
ど
）

■
見
積
書
（
写
し
）



��� Maniwa

人『財』育成を支援します新たな補助制度を創設
お知らせワ イ ド
���������	����
����

消費生活のトラブルを防ぎましょう消費者月間
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　市内商工業者が、人材育成の目的で、従業員や後継者を公的機関などが主催する研修会に派遣し、費
用を負担する場合には、受講に要した費用の一部を補助する制度を創設しました。詳しい内容について
はお問い合わせください。 �問   産業観光部商工観光課　山本　℡����-��-����

真庭市従事者・後継者育成補助金

 補助対象事業者

　市内に工場または事業所を有する商工業者
で、市税を完納しており、従業員の研修会経費
などを負担している事業者。　
※娯楽業や医療業、風俗営業は除きます。
　

 補助対象経費

　研修にかかる受講料・テキスト代
※旅費・宿泊費や受験料は対象外
　

 補助率

　補助対象経費の�/�
※上限額は� 人あたり������円で、
�����円未満は切捨てとなります。

 交付申請

　交付申請書に以下の書類を添えて、研修会な
どの開催期日前に申請してください。
①研修会などの開催要項やチラシなど
②補助対象経費がわかる書類
　（①に明記されていれば不要）　
③市税の完納証明
④その他（市長が必要とする書類）

 実績報告

　研修会などが終了した後、実績報告書に以下
の書類を添えて、報告してください。
①研修を修了したことを証する書類（写し）
②受講料などの領収が確認できる書類（写し）
③その他（市長が必要とする書類）

�
��
�

 
消
費
者
月 
間
�
�

　

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
、「
学
ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う　

〜
自
立
し

た
消
費
者
に
向
け
て
〜
」
で
す
。
近
年
、
消
費
生
活
と
経
済
社
会
の
関

係
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
者
被
害
・
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
消
費
者
自
ら
進

ん
で
知
識
を
修
得
し
、
情
報
収
集
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。　

�問
 
  
真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
民
環
境
部
市
民
課
）

　
　
　
　
　
　
　
  
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

「
何
か
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
一
人 

で
悩
む
の
で
は
な
く
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
自
ら

学
ぶ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。」

消
費
生
活
相
談
員

　

広
瀬
ミ
ヱ
子
さ
ん

出前講座を ご利用ください

　真庭市消費生活センターでは、さまざまな消費

生活に関する情報を提供する出前講座を随時行っ

ています。地域やサークル、学校、サロンなどの

グループ・団体でご利用ください。（少人数可）

※申し込みは、開催希望日の�週間前までにご連

絡ください。
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

　

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
の

��

納
付
期
限
は
�
月　

日
�
で
す
。

��

市
税
（
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
民
健
康
保
険
税
）
は
�
月
か
ら

の
各
月
末
日
（
土
、
日
、
祝
日
の

場
合
は
翌
月
最
初
の
平
日
）で
す
。

た
だ
し
、　

月
は　

日
�
で
す
。

��

��

期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、
納

付
期
限
後
、　

日
以
内
に
督
促
状

��

を
送
付
し
ま
す
。
現
金
納
付
の
人

は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
口
座

振
替
の
人
は
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
度
の

��

排
水
設
備
指
定
工
事
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
真
庭
市
内
の
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
市
設
置

の
浄
化
槽
に
接
続
す
る
工
事
は
、

市
の
指
定
を
受
け
た
事
業
者
し
か

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定

を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
受
付
期

間
内
に
下
水
道
課
窓
口
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
期
間
は
�

年
間
で
す
。

■
受
付
期
間

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

■
手
数
料　

�
万
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課　

黒
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
は
製
造
所
な

ど
の
施
設
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
す
る
人
で
、
取
扱
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら

�
年
以
内
の
人
、
ま
た
は
平
成　
��

年
に
保
安
講
習
を
受
講
し
た
人
、

お
よ
び
平
成　

年
度
に
免
状
の
交

��

付
を
受
け
た
人
で
す
。
該
当
す
る

人
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時　

分
〜 
午
後
�
時

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
間

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

※
講
習
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課
危
険
物
係　

原
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

家
庭
内
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
・
親
子
間
が
う
ま
く
い

か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩
み

ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

排
水
設
備
の
工
事

市
の
指
定
が
必
要
で
す

M ani w a ��

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

 

大人気のパイナップル編みで
自慢のベストを作りましょう
■日時　�月�日�
　　　　��：�� ～ ��：��
■場所　リサイクルプラザまにわ
■参加費　���円
■定員　��人
■申込期限　�月�日�
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡����-��-����

�
�
�
��
�
�
�
	

�
��
��
�

������������������
 ●�月��日� �：��～　●富原小学校グラウンド

�����������	
�����

主催／富原お茶まつり実行委員会　問／富原公民館 ℡����-��-����

催物 出店
��：��～  銭太鼓、ゲームなど
��：��～  ゲーム（子ども対象）

お茶、山菜おこわ、茶うどん
黒豆寿司、しいたけ　 など

市
税
の
納
付
期
限

お
忘
れ
な
く



 

　

�
月
�
日
〜
�
日
は
憲
法
週
間

で
す
。こ
れ
を
受
け
て
無
料
法
律
・

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
土

地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金
銭
の

貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
な
ど

で
お
困
り
の
場
合
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
）

【
新
見
地
区
】

■
日
に
ち　

�
月
�
日
�

■
受
付
時
間　

午
後
�
時
〜
�
時

■
場
所　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判

所
新
見
支
部
（
新
見
市
新
見
�
�

�
�
）

【
津
山
地
区
】

■
日
に
ち　

�
月　

日
�

��

■
受
付
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判

所
津
山
支
部（
津
山
市
椿
高
下　

）
��

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
地
方
裁

判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
、
専
門
家
の
面
談

方
式
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
多
重
債
務
は
、
法

律
専
門
家
の
支
援
が
あ
れ
ば
解
決

で
き
る
問
題
で
す
。
弁
護
士
ま
た

は
司
法
書
士
が
多
重
債
務
問
題
の

解
決
を
支
援
し
ま
す
。
秘
密
厳
守

と
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
む
こ

と
な
く
、
勇
気
を
出
し
て
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
岡
山
市
北
区
南
方

�
の　

の
�
）

��

予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場

で
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
、

�
月　

日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

��

今
回
は
�
等
賞
金
が
�
億
円
で
、

そ
の
当
選
確
率
が
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ

ン
ボ
史
上
最
高
と
な
っ
て
い
ま

す
。
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
道
路

や
学
校
の
整
備
な
ど
、
県
民
生
活

を
豊
か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
購
入

は
ぜ
ひ
岡
山
県
内
で
お
願
い
し
ま

す
。「
ド
リ
ー
ム
Ｔ
Ｅ
Ｎ
」
も
同
日

発
売
で
す
。

■
発
売
期
間

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
総
務
部
財
政
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
、　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
嶋
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

運動
月間

５月は

赤十字
日赤の活動は、皆さんからの善
意によって支えられています

温かいご支援とご協力を！
■問い合わせ先
　福祉課  ℡����―��―����

　日本赤十字社は、「人道・公平・

中立・独立・奉仕・単一・世界

性」の原則のもとに、災害救援

や救急法などの講習といった活

動をしています。継続的な活動

推進のために、これらの活動を

支える「社員」（���円以上の社費

を拠出していただける人）の増

強を推進しています。

�問   美作県民局真庭地域総務課
　  ℡����-��-����

岡山県美作県民局真庭地域事務所

　真庭地域事務所では、真庭地
域に大雨注意報などが発表され
た場合に、防災配備体制をとり
ます。岡山県が管理する施設（道
路や河川など）に異状がみられ
た場合には、防災配備室の直通
電話にご連絡ください。

※平成��年�月から代表電話は廃止
しています

真庭地域事務所
防災配備室

℡����-��-����

������

�����
�����������

初めての人でも楽しくて簡単！ニュースポーツに挑戦してみましょう！

日時　�月�日�　�：��～
場所　真庭やまびこスタジアム
主催　真庭市スポーツ推進委員会
申し込み／問い合わせ先  教育委員会生涯学習課  ℡����-��-����

競技内容
・ノルディックウォーキング
・スナッグゴルフ
・ペタンク
・ディスゲッター
・まにわ合戦　　　　ほか
子どもからお年寄りまで、誰でも
楽しむことができます

第 ５ 回 真庭市
ニュ ー スポーツフェスティバル����

���

 ［ 　　     ］ 申し込みは

�月��日�までに！

憲
法
週
間
行
事

�
月
�
日
は
憲
法
記
念
日

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

専
門
家
の
支
援
で
解
決
を

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

�
月　

日
か
ら
発
売

１７

年
金
相
談（
要
予
約
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

��� Maniwa
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�������

�日
�金田病院・落合
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�石賀医院（内）・蒜山
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�吉弘クリニック（内）・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�谷田医院（外）・蒜山
　����-��-����

　
�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�さとう医院（外）・北房
　����-��-����

����

ミ
を
設
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
、
�

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
バ
サ
ミ
以
外

の
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
狩

猟
免
許
の
取
得
や
狩
猟
者
登
録
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館
友
の

会
で
は
、
専
門
家
を
招
い
て
植
物

の
面
白
さ
と
そ
の
奥
深
さ
を
学
ぶ

自
然
観
察
会
「
ス
ゲ
の
観
察
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
身
近
な
森
で
真

庭
の
自
然
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
以
下
の

場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

勝
山
美
し
い
森

■
参
加
費　

無
料

■
持
参
す
る
も
の　

弁
当
、水
筒
、

筆
記
用
具
、
観
察
用
具
、
雨
具
な

ど
（
長
靴
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ

ボ
ン
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館
友
の
会

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
、
無
料
の
悩

み
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
む
こ

と
な
く
、
気
軽
に
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

月
・
水
・
金
（
平
日

の
み
）

■
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
や
ま
（
津
山
市
山
下　

の
��

�
、
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債

務
、
法
律
な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
費
用
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

今
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
川
で
の
作
業
・
釣
り
・

子
ど
も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ム

の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の
水
が
増

え
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
株
式
会
社
津
山
電
力
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
度
水
力
発
電
施
設
周

��

辺
地
域
交
付
金
に
よ
り
実
施
し
た

事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
市
道
尾
平
線
道
路
防
災
工
事

（
落
合
・
旦
土
地
内
）

○
市
道
神
代
福
谷
線
区
画
線
設
置

工
事

（
勝
山
・
福
谷
地
内
）

○
市
道
中
山
線
舗
装
修
繕
工
事

（
湯
原
・
粟
谷
ほ
か
地
内
）

○
市
道
河
田
下
線
舗
装
修
繕
工
事

（
美
甘
・
美
甘
地
内
）

○
惣
地
区
ゲ
ー
ト
新
設
工
事

（
久
世
・
惣
地
内
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課　

八
木

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

鳥
獣
保
護
法
に
よ
り
、
野
生
鳥

獣
を
捕
獲
す
る
た
め
の
ト
ラ
バ
サ

勝
山
美
し
い
森
で
観
察
会

ス
ゲ
に
つ
い
て
学
ぼ
う

����奉仕員
養成講座

水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
事
業

市
道
や
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

悩
み
ご
と
相
談（
無
料
）

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
増
水

ご
注
意
く
だ
さ
い

■日時　�月�日～�月��日
　　　　毎週土曜日午後�時から
■場所　久世公民館
■定員　��人
■受講料　�����円（テキスト代と
して初回に集金します）

申し込みは福祉課まで
℡����-��-����

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



ト
ラ
バ
サ
ミ
の
使
用

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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市
が
送
付
す
る
文
書
に
お
い
て

受
取
人
の
住
所
、
氏
名
等
に
表
記

の
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
差

し
出
し
た
担
当
課
あ
て
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
境
界
問

題
合
同
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
法

務
局
登
記
官
と
土
地
家
屋
調
査
士

が
、
土
地
の
境
界
問
題
の
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。（
※

要
予
約
）

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁

支
局
（
高
梁
市
落
合
町
近
似
�
�

�
の　

）
��

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
相
談
員
に
よ
る
無
料
の
消
費

生
活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
午
前
�
時
〜
正

午
ま
で
、
午
後
�
時
〜
�
時　

分
��

ま
で
で
す
。
ま
た
、
通
常
相
談
の

ほ
か
に
、
地
区
を
決
め
た
巡
回
相

談
日
を
月
�
回
設
け
て
い
ま
す
。

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
、
多
重
債
務
で
お
困
り
の

こ
と
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
日
（
湯
原
）】

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

湯
原
支
局

■
電
話
相
談

湯
原
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

国
土
調
査
は
、
正
し
い
測
量
に

よ
っ
て
、
新
し
く
地
籍
簿
と
地
籍

図
を
作
り
、土
地
の
正
し
い
位
置
・

形
状
・
地
目
・
面
積
を
明
ら
か
に

す
る
大
切
な
調
査
で
す
。
関
係
す

る
人
に
は
事
前
に
連
絡
を
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
地
区　

勝
山（
江
川
の
一

部
）落
合（
上
市
瀬
の
一
部
）湯
原

（
小
童
谷
の
一
部
）美
甘（
田
口
の

一
部
）中
和（
蒜
山
吉
田
の
一
部
）

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
国
土
調
査
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

　

勝
山
地
区
自
動
車
整
備
協
議
会

よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
�
基
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
真
庭
�
月
号　
 
㌻ 
の
お
知

��

ら
せ
ワ
イ
ド
コ
ー
ナ
ー
で
、
備
北

高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー
の
電
話

番
号
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
く
は
、「
�
�
�
�
（　

）
�
�

��

�
�
」
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

秘
書
広
報
課

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

��������	�


・旭町地区市街地排水路改修工事（建設課）

　㈱平田建設…����������円

・落合地域総合センター（仮称）支障水路移設

　工事（総務課）

　ランデス特殊工事㈱…���������円

���������	


・落合中学校新改築実施設計業務（教育総務課）

　㈱山陽設計…����������円

����������	

・八束小学校グラウンド整備工事（教育総務課）

　㈲下平工務店…����������円

今月の掲載は、�/��、��、��日の入札実施分。

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

境
界
問
題
合
同
相
談
会（
無
料
）

早
期
解
決
の
お
手
伝
い

国
土
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　真庭市農業共済では、自然災害などによる
万が一の被害に備えて、果樹共済・畑作物共
済・園芸施設共済への加入をお勧めします。

�問 　農林振興課　℡����-��-����

�������
����������

農業
共済

■申込期間　�月��日～�月��日まで（継続加入
者には戸別訪問します）
■責任期間　花芽の形成期（平成��年�月ごろ）
～平成��年産収穫期までの期間

　
　

■申込期間　�月�日～��日まで（平成��年度営
農計画書の大豆作付面積が� ㌃ 以上の人には、加
入申込書などを送付します）
■責任期間　発芽期（移植をする場合にあっては
移植期）から収穫期までの期間

　
■申込期間　随時
■責任期間　共済掛金を納付された翌日から指定
された期間（最短�カ月から最長�年）

※各共済で加入方式の選択ができます。年産ごと
に補償単価、掛金率等に変動があります。また、
共済加入者で希望する人には、無料で土壌診断を
実施します。

果樹（ぶどう）共済
栽培面積の合計が� ㌃ 以上かつ栽培年数が
�年以上のぶどうが対象

園芸施設（ビニールハウス）共済
設置面積の合計が� ㌃ 以上のビニールハウ
スが対象

畑作物（大豆）共済
栽培面積の合計が�㌃ 以上の大豆が対象

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

市
か
ら
の
送
付
文
書

ご
確
認
く
だ
さ
い



第１９回�第１９回�

南
光
亭�

久世�

出演�

　

「
お
は
よ
う
。」、「
お
は
よ
う
。」

�
歳
と
�
歳
の
男
曾
孫
の
朝
の
あ

い
さ
つ
か
ら
�
世
代
�
人
の
大
家

族
の
一
日
が
動
き
出
す
。
昨
年
の

正
月
曾
孫
と
一
つ
の
約
束
を
交
わ

し
た
、「
朝
の
お
は
よ
う
、
誰
が
先

に
言
え
る
か
な
。
大
き
な
声
で
挨

拶
し
よ
う
」。
あ
れ
か
ら
�
年
、そ

の
約
束
を
ず
っ
と
守
り
続
け
今
で

は
わ
れ
先
に
と
あ
い
さ
つ
す
る
曾

孫
た
ち
に
つ
ら
れ
て
大
人
の
大
き

な
声
も
明
る
く
聞
こ
え
る
。
交
わ

し
た
約
束
の
お
は
よ
う
が
、
今
で

は
競
争
と
な
り
朝
か
ら
皆
を
活
気

付
け
て
く
れ
る
。
そ
の
曾
孫
も
こ

の
�
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
。
大
き
な
声
で
誰
に
で
も
あ
い

さ
つ
が
で
き
、
笑
顔
で
明
る
い
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
る
。
幼
い
曾
孫
と
交
わ
し

た
小
さ
な
約
束
。
い
つ
ま
で
も
続

け
て
て
く
れ
る
よ
う
に
…
。
そ
し

て
、「
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ

い
。」が
素
直
に
言
え
る
人
に
成
長

し
て
欲
し
い
と
思
う
。

　

約
束
は
た
や
す
い
よ
う
で
難
し

い
言
葉
の
�
文
字
で
す
。
約
束
を

破
る
と
人
間
関
係
も
悪
く
な
り
、

孤
独
に
な
り
が
ち
で
す
。
昔
は
他

家
に
嫁
い
で
家
を
出
る
と
き
、
両

親
と
必
ず
、「
実
家
へ
は
帰
ら
な

い
。」と
約
束
を
交
わ
し
て
嫁
い
だ

も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
は

あ
っ
た
も
の
の
覚
悟
を
決
め
て
嫁

い
だ
の
で
、
苦
労
を
苦
労
と
も
思

わ
ず
、
両
親
と
の
約
束
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
子
ど
も
も
無
事
育
ち
、

両
親
に
感
謝
し
て
い
る
今
現
在
で

す
。
約
束
は
人
間
と
し
て
生
き
て

ゆ
く
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
約
束
事
を
守
り
大
切
に
し
て

い
る
と
、
人
と
の
交
流
も
上
手
に

果
た
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
言
葉
を
、
人
生
の
終
わ
り
ま
で

大
事
に
し
て
暮
ら
し
た
い
と
願
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ

������
約
束 
�

��
お
は
よ
う
の
約
束
�

　
 
米
寿
の
お
婆
さ
ん（
蒜
山
下
見
）

PN

Maniwa ��

▼

 PN うさぎ

お便り
お待 ちし ています !

テーマは
���電話�です 。
家族や親戚からの驚いた
電話内容、携帯電話での
失敗談、少なくなった公
衆電話についてなど電話
について、���字程度でお
寄せください。

川柳の兼題は
�������です。
お便りは同封したはがき
をご利用ください。川柳
の締め切りは�月��日�
です。（毎月の投句は�人
�句まで）

 メールの場合は
h i s h o @ c i t y. man i wa . lg. j p

�月号では、

��父��
についてお便りを募
集しています。
（ �月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は、寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

▼

 PN トランプマン

▼

 PN いろちゃん

お約束を守るしるしとして「指切り」

�
言
葉
の
大
切
さ
�

稲
岡
雅
子
さ
ん（
上
）

▼

 PN 槙本康平

○
日
時　

�
月　

日
�

��

　
　

午
後
�
時　

分　

開
場

��

　
　

午
後
�
時　
　
　

開
演

○
会
場　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

○
料
金　

�
千
�
�
�
円

（
全
席
自
由
）

【
販
売
・
問
い
合
わ
せ
】

ロ
マ
ネ
ス
ク
遷
喬
の
会 

（
松
坂
内
科
）

電
話
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��



こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
小
さ
な
て
ま
り
の
大
き
な
力
�

　
 
美
甘
て
ま
り
同
好
会
さ
ん

PN

６
月
生
ま
れ
募
集
中
!

��� Maniwa

　

私
た
ち
美
甘
て
ま
り
同
好
会

は
、
約　

人
で
て
ま
り
の
制
作
を

��

し
て
い
ま
す
。
家
事
の
合
い
間
な

ど
に
少
し
ず
つ
、
そ
れ
で
も
せ
っ

せ
と
作
り
続
け
、
今
回
が
�
回
目

の
て
ま
り
展
。
や
っ
と
「
美
甘
と

い
え
ば
て
ま
り
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
『
つ

る
し
て
ま
り
』
を
美
甘
の
ま
ち
に

飾
っ
て
み
ま
し
た
。
昨
年
の　

月
��

に
通
り
の
�
軒
の
軒
先
を
お
借
り

し
て
試
し
て
み
た
の
で
す
が
、
思

っ
た
ほ
ど
傷
み
も
色
落
ち
も
な
く

「
よ
し
い
け
る
」と
判
断
。
つ
る
し

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

 竹  原   菜 桜     ちゃん
たけ はら な お

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  昌子さん（母）

 長  須   琥  汰 朗     くん
なが す こ た ろう

Ｈ������� 生まれ（蒜山富掛田）
◯応  悠樹さん（父）

 池  田   瑠 翔     くん
いけ だ るい と

Ｈ������� 生まれ（古見）
◯応  勇輝さん（父）

 嶋  田   暉 子     ちゃん
しま だ き こ

Ｈ������� 生まれ（赤野）
◯応  有一郎さん（父）

 徳  山   智 巳     ちゃん
とく やま とも み

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  予理子さん（母）

 檀   知 将     くん
だん とも まさ

Ｈ������� 生まれ（開田）
◯応  麻美さん（母）

▼

 PN Ryo

軒下の飾られた「つるしてまり」

 川  原   梨 愛     ちゃん
かわ はら り な

Ｈ������ 生まれ（若代）
◯応  雅広さん（父）

 植  田   晃 大     くん
うえ だ こう き

Ｈ������ 生まれ（勝山）
◯応  基夢さん（父）

始
め
て
み
る
と
、
美
甘
の
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
通
り
に
は
と
っ
て

も
よ
く
似
合
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
「
ウ
チ
の
家

に
も
や
っ
て
」
と
い
っ
た
声
を
聞

い
た
り
、
お
年
寄
り
が
家
の
中
か

ら
出
て
く
る
姿
を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
り
と
、
通
り
の
雰
囲
気
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
人
や

ま
ち
を
明
る
く
変
え
る
大
き
な
力

が
あ
る
ん
だ
な
と
ち
ょ
っ
と
び
っ

く
り
。
一
気
に
た
く
さ
ん
作
る
の

は
無
理
で
す
が
、
少
し
ず
つ
増
や

し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。



Maniwa ��

��������	
�
　   〒���-����　真庭市上水田����
　 ＴＥＬ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　 開館時間　平日��：��～��：��
　　　　　　（土・日・祝日 �：��～��：��）
　 休館日　月曜日・年末年始

今月のおすすめの本公
演
が
楽
し
み
で
す

湯
浅
梨
乃
さ
ん（
久
世
）

　

ま
に
わ
っ
こ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
発
声

練
習
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ

ー
ト
、
そ
の
他
に
も
で
き
る
限
り

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
自
分
も
キ
ャ
ス
ト
と
し

て
出
演
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
�
年

間
、
真
庭
の
い
ろ
ん
な
年
代
の
人

と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
で
き
る
の
で

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
是
非
�
月

の
公
演
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
子
育
て
楽
し
ん
で
ま
す

後
藤
千
恵
さ
ん（
下
湯
原
）

　

ひ
な
マ
ル
シ
ェ
に
仲
良
し
の
マ

マ
た
ち
で
「
マ
マ
カ
フ
ェ
」
と
い

う
お
店
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
特
技
を
生
か
し
、
お
菓
子
や

古
着
を
売
っ
た
り
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
普

段
は
月
に
�
回
程
度
集
ま
っ
て
、

子
育
て
の
情
報
交
換
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。
育
児
や
家
事
、
仕
事
で

忙
し
く
し
て
い
る
の
で
、
無
理
な

く
で
き
る
こ
と
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
今
回
も
会
場
に
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
を
設
け
た
り
、
マ
マ
な
ら

で
は
の
ア
イ
デ
ア
で
も
協
力
し
ま

し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
集
ま
れ
て
、
今
日
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
新
商
品
作
る

渡
邉　

格
さ
ん（
勝
山
）

　

ま
に
わ
発
酵   
ｓ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
本
業
は
パ
ン
屋
で
、
勝
山

広場へ遊びに行くことにした
たけしくんとまもるくん。ま
もるくんはお母さんの言いつ
けを守って道路を走りません
が、たけしくんは走ったり飛
び出したり、危ないことをし
てばかり。さて、二人は無事
にたどり着けるでしょうか？

ハリー・ポッター原作者の最
新作。イギリス郊外の小さな
町、パグフォード。一見のど
かなこの町で、ある男が40代
の若さで死んだ。その死をき
っかけに、立て続けに起こる
事件の連鎖。やがて人々の内
面が次々と暴かれてゆき…。
小さな町の大きな物語。

「カジュアル・ベイカンシー Ⅰ・Ⅱ」
Ｊ．Ｋ．ローリング／著　講談社

「奈良大和の里山」
吉崎 喜寿／著　東方出版

新緑の茶畑、稲穂実る
あぜ道で秋雨の滴をま
とう彼岸花、雪帽子を
被るたんぼの積藁…。
心の古里の面影を残
す、明日香村から山添
村にかけての大和高原
の景色を切り取った写
真集。

町
並
み
保
存
地
区
内
に
お
店
を
構

え
て
い
ま
す
。大
震
災
を
契
機
に
、

千
葉
か
ら
岡
山
に
パ
ン
屋
ご
と
移

り
住
み
ま
し
た
。
以
前
か
ら
天
然

の
菌
に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
を
作
っ

て
い
ま
す
。
常
連
さ
ん
も
い
る
の

で
、
こ
だ
わ
り
は
な
か
な
か
捨
て

ら
れ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
で
発
酵

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
、
新
商

品
を
作
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
に

は
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域

に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ

の
感
謝
の
意
味
で
も
地
元
に
何
か

返
し
た
い
で
す
か
ら
ね
。

▼

 PN グラタン

▼

 PN こう

▼

 PN あおい

「いっしょだよ」
小寺 卓矢／写真・文　アリス館

「 聞いて読んで身につく交通安全絵本�
 （いそがない、いそがない）」
武村 理峰子／絵　人間社

生まれたばかりの木の芽、並
んで咲く可憐な白い花、地面
から顔を出したかわいいきの
こたち。森にはたくさんの「い
っしょ」の姿があります。共
に生きるいのちを見つめる写
真絵本。

,



満開間近も春雪をまとう（�月��日）
��日から美甘宿場桜のライトアップが始まり夜桜撮影へ。とても寒
かったのですが、翌朝は空から真っ白な雪が。私と同じように桜も
寒さで凍えているのではと思いながら撮影した�枚です。

��� Maniwa

川 柳   「鞄（かばん）」
春
旅
立
ち
ビ
ッ
グ
な
鞄
に
夢
溢
れ　
　
　
　
  
西
山
と
く
江  
蒜
山
下
和

鞄
持
ち
い
ず
れ
セ
ン
セ
の
夢
を
抱
き　
　
　
  
小
谷
義
孝　
  
月
田

過
疎
の
村
鞄
ば
ん
背
負
っ
た
影
も
な
し　
　
  
小
谷
三
千
子  
別
所

重
か
ろ
う
夢
い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
  
森
脇
眞
子　
  
樫
西

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
鞄
に
親
と
子
夢
も
入
れ　
　
  
神
谷
水
せ
ん  
久
世

ヘ
ソ
ク
リ
は
鞄
の
中
で
じ
っ
と
耐
へ　
　
　
  
樋
口
重
雄　
  
見
尾

カ
バ
ン
か
ら
旅
の
楽
し
さ
小
出
し
す
る　
　
  
瀧
上
秀
子　
  
落
合
垂
水

新
学
期
夢
が
あ
ふ
れ
て
い
る
鞄　
　
　
　
　
  
永
田
寿
道　
  
樫
東

札
束
が
か
ば
ん
の
中
で
出
番
待
つ　
　
　
　
  
田
渕
昭
二　
  
多
田

旅
鞄
土
産
話
が
騒
い
で
る　
　
　
　
　
　
　
  
大
森
喜
久
恵  
西
原

職
場
で
の
愚
痴
も
抱
負
も
聞
く
鞄　
　
　
　
  
田
中
久
榮　
  
久
世

古
鞄
開
け
れ
ば
過
去
を
語
り
出
す　
　
　
　
  
菊
池
千
江
子  
本
郷

か
ば
ん
か
ら
秘
密
を
出
す
と
軽
く
な
る　
　
  
横
山
と
も
子  
久
世

ピ
カ
ピ
カ
の
鞄
が
走
る
村
も
春　
　
　
　
　
  
楢
本
公
枝　
  
上
市
瀬

ラ
ン
ド
セ
ル
も
う
ラ
イ
バ
ル
が
出
来
て
を
り  
行
本
愼
五　
  
久
世

寅
さ
ん
の
気
分
鞄
と
旅
に
出
る　
　
　
　
  　

上
島
敬
一　
  
蒜
山
上
長
田

一
期
一
会
の
思
い
出
秘
め
た
旅
鞄　
　
　
　
  
若
田
万
寿
子  
落
合
垂
水

選：落合川柳会   奥山邦江さん
��������		
��

�
�
�
�
�
�
�
�
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真庭市栄養改善協議会の提供です

魚のねぎソース

ねぎソースは薬味の風味がアクセントと
なり、食感も楽しめるので、淡泊な魚料理
を引き立てます。

今月のレシピ
提供は

山野惠美子 さん
（久世支部）

 材料 （２人分）

・魚の切り身（さわら・ぶりなど）　�切
・チンゲンサイ　�株
【ねぎソース用】
・長ネギ　��ｇ　
・ショウガ　��ｇ
・しょうゆ　大さじ�
・砂糖　小さじ�/�
・ゴマ油（※）　小さじ�
※オリーブオイルを使ってもおいしくいただけます。

 作り方

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 �� � �ｇ  
　脂質  � ��ｇ  カルシウム ��mｇ  
　食塩相当量 � . � ｇ

今
月
の���

①長ネギとショウガを細かくみじん切
りにし、しょうゆ、砂糖、ゴマ油を入
れてよく混ぜる（ねぎソース）
②チンゲンサイを茹で、食べやすい長さ
に切る。
③魚を両面焼いて、器にとり、②を添え
て、①のねぎソースをかける。

▼

 PN かずぼう
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健康のススメ�

　

特
定
健
康
診
査
は
、
平
成　

年
��

�
月
か
ら
始
ま
っ
た
保
健
制
度

で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
着
目
し
た
健
診
の
こ
と
で

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は
、
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
高
血
圧
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
の
う
ち
ど
れ

か
�
つ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
状
態
を

い
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
放
っ
て
お
く
と
、
動

お話：市民環境部市民課  植木 美圭 主事 � ������������	�


	

脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に

放
っ
て
お
く
と
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
健
康
な
状
態
を
保

つ
た
め
、
ま
た
病
気
を
早
期
発
見

し
治
療
す
る
た
め
、
特
定
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　

　

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

��

��

の
人
に
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券

と
質
問
表
が
届
き
ま
す
。（
真
庭
市

国
民
健
康
保
険
以
外
の
人
は
加
入

し
て
い
る
保
険
者
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。）受
診
に
必
要
な
も
の
を

そ
ろ
え
て
医
療
機
関
に
行
き
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
特
定
健
康
診
査

の
健
診
項
目
は
、
問
診
、
身
体
計

測
（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
〈
肥

満
度
〉・
腹
囲
測
定
）、
血
圧
測
定
、

診
察
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心

電
図
で
す
。
こ
れ
ら
の
検
査
結
果

か
ら
、
肥
満
度
、
血
中
脂
質
、
肝

機
能
な
ど
の
異
常
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
人
に

は
病
院
か
ら
結
果
が
送
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
市
へ
も
健
診
結
果
が

届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
に

は
「
特
定
保
健
指
導
」
の
利
用
券

を
市
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。ま
た
、

特
定
保
健
指
導
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群
を
対
象
と

�
��
��
�
�

�
�
�
��
��
��
�

特定健康診査を受けましょう

し
た
「
動
機
付
け
支
援
」
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者

に
対
し
て
行
う
「
積
極
的
支
援
」

が
あ
り
、
医
師
や
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
と
い
っ
た
専
門
家
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、

自
ら
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
普

段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
と
と

も
に
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
、
生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
と
は
？

受
診
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ

●特定保健指導の基準と支援レベル

受診に必要なもの
�特定健康診査受診券
�質問表
�真庭市国民健康保険
　被保険者証
�自己負担額  ������円

対象（支援レベル）喫煙
歴

リスクの数（※）
腹囲

��歳～��歳��～��歳①血糖②脂質③血圧

動機付け支援
積極的支援　

―�つ以上該当　　　
男性��㎝ 以上
女性��㎝ 以上

あ り 
�つ該当　　　　　

動機付け支援なし

動機付け支援

積極的支援　
―�つ該当　　　　　

上記以外でＢＭＩ
（肥満度）
��ｋｇ/㎡以上

あ り 
�つ該当　　　　　

動機付け支援
なし

なし�つ該当　　　　　

（※）リスクの数は下の表で確認してください

●健診結果で血糖・脂質・血圧の数値がリスクとなる基準

空腹時血糖値が���ｍｇ/ｄＬ以上
ＨｂＡｌｃ（ＮＧＳＰ値）が���%以上

のいずれかまたは両方
①高血糖　

中性脂肪が���ｍｇ/ｄＬ以上
ＨＤＬコレステロールが��ｍｇ/ｄＬ以上

のいずれかまたは両方
②脂質異常

最高（収縮期）血圧����Ｈｇ以上
最低（拡張期）血圧���Ｈｇ以上

のいずれかまたは両方
③高血圧　
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リサイクルマーク�
NO.3

エコ�

ラク�ラク�

　

今
回
は
、
毎
日
家
庭
か
ら
出
て
く
る
ゴ

ミ
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
エ
コ
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
（
識
別
表
示
マ
ー

ク
）
は
、
法
律
で
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
製
品
を
廃
棄
す
る
と
き
、
分
別
収

集
の
目
印
と
な
り
ま
す
。捨
て
る
前
に
は
、

表
示
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

リサイクルマークや分別収集などについて、詳しくは環境課 ℡����-��-����まで

資
源
回
収
以
外
で
は
市
が
回
収
す
る
も

の
や
、
特
定
の
場
所
へ
持
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

紹
介
し
た
マ
ー
ク
以
外
に
も
種
類
が
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
で
あ
っ
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
分
別
し
た
も
の
は
資
源

と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
経
費
の
節
約

に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
自
然
に
や
さ

し
い
、
資
源
循
環

に
皆
さ
ん
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

充電式電池は、電気店
やホームセンターなど
に設置されている回収
ボックスへお願いしま
す。回収後は、磁石や
ステンレス・電池とし
て再利用されます。

 充電式電池
Ｌｉ - ｉｏｎ
Pb
N ｉ -Cd
N ｉ -MH

地域や���などで行われる資源回収で収集しているもの
は、どんなものがあるでしょうか？また、回収後はどのよう
にリサイクルされているのでしょうか？

市が指定日に回収しま
す。回収したプラスチ
ックは、ＲＰＦ（ゴミ固
形燃料）として化石燃
料の代わりに発電の燃
料などで利用されてい
ます。

 プラスチック

市
民
環
境
部
環
境
課

南　

博
晴  
主
幹

段ボールは、回収され何度も段
ボールに生まれ変わります。

 段ボール
紙パックリサイクル品の多く
は、トイレットペーパーやティ
ッシュペーパーです。その他に
は、厚紙やキッチンペーパーに
も利用されています。

 紙パック

原材料として利用。繊維製品や
シート製品などのリサイクル製
品になります。また、高度な処
理を行うとＰＥＴボトル用樹脂
に戻すこともあります。

 ペットボトル スチール缶は、自動車・レール・
家電・鉄筋や再びスチール缶に
なるなど、さまざまに形を変え、
リサイクルされています。

 スチール缶



Maniwa ��

写真上：湯原温泉で行われたひなマルシェではリアル
ひな壇が今年も登場。子どもたちがお雛様やお内裏様
になって記念撮影　写真左：中津井雛の文化まつりで
は江戸時代の嫁入りを再現した「輿入れ道中」が町並
みを通り抜けました（�月��日）

�月下旬から桜のつぼみがほころび始め、春の訪れを告げるイベント

が各地で催されました。今年はひと足早い春の陽気から、桜の開花は

例年よりも若干早め。�月��日～��日には中津井雛の文化まつりが開

かれ、�月�日から続いていた湯原のおひな祭りも、�月��日にフィ

ナーレとなる「ひなマルシェ」を開催。桜と雛が真庭を訪れた観光客

をもてなしました。

��������	
������������	
�

濃いピンク色が青空に映える
神代の深山桜

天の岩戸さくらまつりでは、馬に乗って
桜並木を通り抜け（�月��日）

������

�����

�

醍醐桜（別所）醍醐桜（別所）
見晴らしの良い丘に堂々と立つ醍醐見晴らしの良い丘に堂々と立つ醍醐
桜。その姿をひと目見ようと、今年桜。その姿をひと目見ようと、今年
も県内外から大勢の観光客が訪れまも県内外から大勢の観光客が訪れま
した（左手前はした（左手前は��代目の桜）代目の桜）
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

真
庭
の
発
酵
食
文
化
を
広
め
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
ま
に
わ
発
酵 , 
ｓ
」
が

�
月　

日
、
発
酵
ス
イ
ー
ツ
の
試
食
会
を

��

開
き
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
お
酒
や
味

噌
を
扱
う
蔵
元
や
パ
ン
屋
な
ど
、
市
内
企

業
�
社
で
組
織
。
味
噌
や
チ
ー
ズ
、
塩
麹

な
ど
を
使
っ
た
お
菓
子
の
試
作
品
�
品
を

持
ち
寄
り
、
津
山
市
出
身
で
料
理
家
の
有

坂
翔
太
さ
ん
か
ら
形
や
色
、
食
感
な
ど
の

助
言
を
受
け
ま
し
た
。
改
良
を
重
ね
�
月

中
に
岡
山
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
試
験
的
に

提
供
し
、年
内
の
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

有坂さんを囲んで試食。改良のアイデアが次 と々出ました

年
内
完
成
目
指
し
商
品
開
発
進
む

発
酵
ス
イ
ー
ツ
試
食
会

入学式、開設記念式典が体育館で行われました

　

�
月
�
日
、
県
立
高
校
の
再
編
に
よ
っ

て
新
設
さ
れ
た
、
岡
山
県
立
勝
山
高
等
学

校
蒜
山
校
地
の
入
学
式
と
開
設
記
念
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
新
入
生
�
人

や
保
護
者
の
ほ
か
、教
員
や
蒜
山
高
校
�
、

�
年
生
な
ど
約
�
�
�
人
が
出
席
し
新
た

な
高
校
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
蒜
山
校

地
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
高
校
教
育
の
と

も
し
び
を
絶
や
す
こ
と
な
く
伝
統
を
継
承

し
、
地
域
と
の
連
携
強
化
や
地
域
資
源
の

活
用
、
人
材
育
成
な
ど
を
柱
に
開
校
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
教
育
拠
点
が
新
生

勝
山
高
校
蒜
山
校
地
入
学
式
＆
開
設
式

　　機敏な動作で高得点目指す

第�回全国スペシャルトラ

ンポリン交流大会が白梅総

合体育館で行われ、約���人

が出場しました。真庭青年

会議所が協力した本大会

は、全国の障がい者のスポ

ーツ振興と交流が目的で、

中四国初開催でした。

����

　　発育状況を厳正に審査

第��回中国地区ブラックア

ンドホワイトショウが、全

農岡山県本部総合家畜市場

で開催されました。本大会

は酪農業の発展などを目的

に実施。��部門に約���頭が

出品し、厳格な審査が行わ

れました。

���

　　好き嫌いなくよく食べて長生き

鈴木君子さん（田原山上）

が百歳を迎えられ、親族の

皆さんとお祝いしました。

足は弱くなったそうです

が、耳も目も健康で、眼鏡

をかけなくても困らないと

のこと。手先が器用で、貼

り絵を楽しまれています。

����

　　忘れないのは感謝の気持ち

�井すみゑさん（目木）が

百歳を迎えられました。廊

下を歩くことと新聞を読む

ことが日課で、感謝の気持

ちを忘れないのが身上とい

う�井さん。お祝いの会で

も、第一声は「とにかく皆

さんのおかげ」でした。

����

　　私も映画に ！ 市内外から��人集まる

山崎樹一郎監督（都喜足）

が制作する山中一揆の映画

オーディションが、市民活

動支援プラザで行われまし

た。市内外から��人が応募。

オーディションは今後も行

われ、来年�月から撮影を

開始する予定です。

����



����記念祝賀セレモニー@津山城

�����美作国の街道歩き
新庄宿・美甘宿コース

���������	��������
み ま さ か の く に

～建国１３００年記念事業ついに始まる、 さあつながろう～
　美作国が誕生して、ちょうど����年の日に当たる平成��年�月�日、津山城（鶴山公園）で記念祝
賀セレモニーが行われました。この日を皮切りに、美作圏域各所で地域の歴史や自然などに触れる、
さまざまな催しが始まりました。真庭地域でも、旧出雲街道でのウォーキングや桜の名所でのライト
アップなどが行われました。美作、そして真庭をより深く知るための�年が、ここからスタートです。

�����みまさか猿神退治 @津山文化センター



美作真庭の �������年
＠久世トンネル桜

�����ひかり を繋ぐ
＠旧遷喬尋常小学校

�����������列車
（���運行開始）
姫新線・津山線・因美線

この１年、
いろいろ楽しめ
そうじゃの～!!

美作国キャラクター

かたみくん

写真　①祝賀セレモニーでは、将来の夢メッセージ付き
の風船����個が放たれました②これからの美作を担っ
ていく子どもたちも一緒にお祝い③ＰＲ天使のＳａｋｕＬｏｖｅ
とＰＲ特使の野村昌子さんが共演④インタビューに答え
る宮地実行委会長（津山市長）。委員は天平衣装で式を
盛り上げました⑤鮮やかなデザインで目を引くＮＡＲＵＴ
Ｏのラッピング列車⑥�月�日には主人公のナルトが列
車に乗車⑦中国勝山駅では観光関係者がグッズを配っ
て乗客をお出迎え⑧住民らが出演したミュージカル「み
まさか猿神退治」⑨旧出雲街道沿線の寺院などを歩き、
往時をしのびました⑩市内桜の名所では、開花時期に合
わせ桜をライトアップ⑪旧遷喬尋常小学校は桜をイメー
ジさせるピンク色にライトアップ（毎週土曜祝前日開催）

�

�
�

�

� � �

� � � �
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

最
近
の
日
課
と
い
え
ば
、
仕
事
に
出

掛
け
る
前
に
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
鯉
が
泳
い
で
い
る
姿
を

見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

取
材
で
家
の
近
く
の
道
を
通
る
と
き
に

は
、
少
し
気
に
し
て
空
を
見
上
げ
た
こ

と
が
数
回
あ
る
程
度
で
す
。
家
に
帰
る

ま
で
に
は
父
が
し
ま
っ
て
い
て
く
れ
る

し
…
。
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
神
様
に

も
通
じ
て
い
る
の
か
、
少
し
ず
つ
大
き

く
な
る
息
子
が
い
と
お
し
い
父
。 

福
島

　

�
月
�
日
、
美
作
国
建
国
一
三
〇
〇

年
の
記
念
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
に
合
わ
せ

て
、
人
気
漫
画
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
― 

ナ
ル

ト
― 

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ナ
ル
ト
列
車

の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
津
山
駅
か
ら
中
国
勝
山
駅
ま
で

往
復
し
た
ナ
ル
ト
列
車
を
撮
影
。
撮
影

現
場
付
近
で
待
っ
て
い
る
と
遮
断
機
が

下
り
、
警
告
音
が
鳴
り
響
く
。
そ
し
て

列
車
が
前
方
か
ら
近
付
い
て
く
る
。
気

分
は
「
撮
り
鉄
」
で
し
た
。 

小
山

　

花
の
命
は
短
い
と
い
い
ま
す
が
、
今

年
の
桜
は
ひ
と
足
早
く
や
っ
て
き
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
去
っ
た
感
じ
。
取
材

を
し
て
い
る
と
、
北
で
は
「
雪
の
桜
並

木
も
え
え
で
ぇ
」、
南
で
は
「
新
緑
の
醍

醐
桜
も
見
事
な
ん
じ
ゃ
け
ぇ
」
と
い
っ

た
声
が
。
確
か
に
並
木
や
巨
木
は
花
が

咲
い
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
姿
を
見
る

だ
け
で
も
い
い
も
の
。
花
が
散
っ
て
も

が
っ
か
り
せ
ず
、
そ
の
姿
を
楽
し
め
る

人
間
で
あ
り
た
い
で
す
。 

江
崎

記念事業を
　　楽しもう
　　　　vol.４

��������	
��
����������	�
�����

　美作国を「楽しく」「おいしく」そして「お得に」巡る�種類のラリーを
実施しています。キャラクターのシールやスタンプを集めたり、スマートフ
ォンで写真を撮ったり…。ＮＡＲＵＴＯ- ナルト- グッズや、美作国ならではの豪
華賞品が抽選で当たります！どのラリーから挑戦するかは皆さん次第。
　パンフレットは、道の駅や観光案内所、真庭市各庁舎などで手に入ります。
 �問   美作国建国����年記念事業実行委員会事務局　℡����-��-����
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道の駅などの観光施設を巡った
りイベントを体験したりして、
NARUTO-ナルト-のキャラクター
シールを集めよう。

�実施期間

　平成��年
　�月��日まで
�応募期限

　�月��日�

シールを
貼って！
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スマートフォンに無料アプリをダ
ウンロード。美作国に隠れている
ＮＡＲＵＴＯ-ナルト- のキャラクタ
ーを探して写真を撮ろう。

�実施期間

　平成��年
　�月��日まで
�応募期限

　�月��日�

写真を撮
って！
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パスポートを片手に登録施設で
スタンプを集めよう。パスポー
トがあれば割引特典などが利用
できる施設もあります。

�実施期間

　平成��年
　�月��日まで
�応募期限

　�月��日�

スタンプ
押して！

み ま さ か の く に


